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岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
上
　
村
　
和
　
史* 
東
　
野
　
将
　
伸
⁑
は
じ
め
に
　
頻
発
す
る
災
害
か
ら
地
域
の
歴
史
資
料
、
さ
ら
に
は
地
域
の
歴
史
文
化
を
守
ろ
う
と
、
全
国
各
地
で
二
〇
以
上
の
史
料
ネ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
活
動
し
て
い
る一
。
　
岡
山
で
も
、
二
〇
〇
五
年
に
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
が
設
立
さ
れ
た二
。
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
は
、
予
防
的
な
活
動
を
主
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
予
防
ネ
ッ
ト
で
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
一
八
年
の
西
日
本
豪
雨
後
の
取
り
組
み
が
、
初
の
本
格
的
な
災
害
対
応
と
な
っ
た三
。
　
本
稿
で
は
、
西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
も
の
の
救
出
さ
れ
、
滅
失
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
史
料
群
、
武
藤
家
文
書
を
紹
介
す
る
。
一　

奥
村
弘
編
『
歴
史
文
化
を
大
災
害
か
ら
守
る
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）。
二　

今
津
勝
紀
「
予
防
ネ
ッ
ト
と
い
う
考
え
方
」（
前
掲
奥
村
弘
編
『
歴
史
文
化
を
大
災
害
か
ら
守
る
』
所
収
）。
三　

西
日
本
豪
雨
後
の
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
上
村
和
史
「
西
日
本
豪
雨
被
災
資
料
の
救
出
と
保
全
」（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
四
七
、
二
〇
一
九
年
）、
同
「
西
日
本
豪
雨
被
災
資
料
救
出
保
全
活
動
の
成
果
と
課
題
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
三
〇
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
　
な
お
、
本
史
料
群
の
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
写
真
撮
影
、
目
録
作
成
は
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
の
活
動
と
も
連
携
し
つ
つ
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
会
員
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
、
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
岡
山
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
の
院
生
・
学
生
が
行
い
、
現
在
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
附
属
文
明
動
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
一
　
救
出
の
経
緯
　
　
武
藤
家
文
書
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
の
西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
岡
山
県
岡
山
市
北
区
御
津
で
救
出
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
。
被
災
家
屋
の
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
業
中
に
偶
然
古
い
も
の
を
発
見
し
、
そ
の
存
在
を
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
へ
連
絡
し
た
。
後
日
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
事
務
局
の
置
か
れ
る
岡
山
大
学
へ
搬
入
さ
れ
た
も
の
を
、
事
務
局
メ
ン
バ
ー
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
日
露
戦
争
の
戦
地
か
ら
の
手
紙
や
醤
油
の
醸
造
に
関
す
る
冊
子
な
ど
明
治
三
〇
年
代
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
史
料
群
だ
っ
た
。
　
岡
山
市
で
は
、
建
部
、
御
津
、
津
高
、
津
島
、
今
保
、
平
島
な
ど
各
地
で
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
岡
山
史
料
ネ
ッ
ト
と
し
て
必
ず
し
も
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
地
域
も
あ
っ
た
。
＊　
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
非
常
勤
研
究
員
＊
＊　
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
講
師
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（38）
　
行
政
と
の
連
携
も
試
行
錯
誤
の
中
行
っ
た
。
豪
雨
発
生
前
に
は
、
県
文
化
財
課
を
中
心
と
し
て
県
内
大
学
、
県
博
物
館
協
議
会
、
県
建
築
士
会
、
行
政
機
関
な
ど
を
構
成
団
体
と
す
る
岡
山
県
文
化
財
等
救
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
県
ネ
ッ
ト
）
が
結
成
さ
れ
て
い
た四
。
県
ネ
ッ
ト
の
存
在
は
、
未
指
定
文
化
財
を
含
め
た
被
災
資
料
救
出
保
全
の
た
め
に
、
行
政
が
動
く
根
拠
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
県
ネ
ッ
ト
が
存
在
す
れ
ば
、
即
行
政
と
の
連
携
が
実
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
現
実
に
も
直
面
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
廃
棄
を
免
れ
た
史
料
群
と
い
う
点
が
ま
ず
重
要
で
あ
る
。
　
ま
た
、
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
が
上
手
く
い
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
西
日
本
豪
雨
後
の
被
災
家
屋
の
片
付
け
作
業
は
、
連
日
最
高
気
温
が
三
五
度
を
超
え
る
よ
う
な
酷
暑
の
な
か
行
わ
れ
た
。
あ
る
被
災
者
の
話
に
よ
る
と
、
残
し
て
お
き
た
い
写
真
も
あ
っ
た
が
、
分
別
し
て
い
る
と
炎
天
下
で
の
作
業
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
、
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
申
し
訳
な
い
か
ら
全
部
捨
て
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
片
付
け
作
業
に
よ
っ
て
歴
史
資
料
が
誤
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
蔵
者
が
そ
の
価
値
を
十
分
認
識
し
て
い
る
、
大
切
な
写
真
で
す
ら
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
被
災
地
で
、
歴
史
資
料
の
安
否
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
被
災
直
後
、
現
地
で
の
活
動
は
で
き
な
い
が
、
速
や
か
な
情
報
収
集
が
必
要
と
い
う
困
難
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
す
ぐ
に
現
地
で
活
動
す
る
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
介
せ
ば
、
被
災
資
料
の
情
報
を
得
ら
れ
る
可
能
性
は
一
気
に
高
ま
る
。
今
回
の
成
果
か
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
い
う
課
題
も
見
え
て
き
た
。
四　

内
池
英
樹
「
岡
山
県
文
化
財
等
救
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
つ
い
て
」（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
四
八
、
二
〇
一
九
年
）。
図１　岡山大学搬入後の武藤家文書
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目
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史
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上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（39）
二
　
史
料
群
の
概
要
　
御
津
郡
金
川
村
（
大
正
四
〈
一
九
一
五
〉
年
よ
り
金
川
町
、
昭
和
二
八
〈
一
九
五
三
〉
年
よ
り
御
津
町
、
現
在
岡
山
市
）
の
武
藤
姓
の
う
ち
、
も
っ
と
も
著
名
な
人
物
は
武
藤
寿
太
郎
で
あ
る
。
武
藤
寿
太
郎
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
金
川
に
生
ま
れ
、
祖
父
以
来
の
酒
造
業
に
精
励
し
て
財
を
成
し
た
。
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
に
は
各
町
連
合
会
議
員
、
明
治
一
九
年
に
は
金
川
・
草
生
・
鹿
瀬
村
戸
長
、
明
治
二
二
年
に
は
金
川
村
長
と
な
る
。
行
政
面
以
外
に
も
、
中
国
鉄
道
株
式
会
社
監
査
役
、
岡
山
農
工
銀
行
監
査
役
、
武
藤
銀
行
頭
取
と
し
て
の
経
済
面
で
の
功
績
や
、
私
立
金
川
中
学
校
校
主
と
し
て
の
教
育
面
で
の
功
績
も
残
し
、
大
正
一
〇
年
卒
し
た五
。
本
史
料
群
は
、
武
藤
寿
太
郎
家
の
分
家
と
思
わ
れ
る
南
武
藤
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
武
藤
家
文
書
は
、
①
軍
事
郵
便
、
②
醤
油
醸
造
業
関
係
史
料
、
③
教
育
関
係
史
料
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
二
八
一
点
の
う
ち
年
代
が
特
定
で
き
る
も
の
と
し
て
、
明
治
一
〇
年
代（
一
八
七
七
～
一
八
八
六
）の
も
の
は
三
―
一
五
「N
o.
IV
T
H
ERO
Y
A
LREA
D
ERS
」（
一
八
八
六
年
）
と
、
三
―
一
六
「W
EBA
T
ER'SH
A
N
D
Y
D
ICT
IO
N
A
RY
.ILLU
ST
RA
T
ED
」（
一
八
七
七
年
）
の
二
点
が
あ
る
の
み
で
、
明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八
七
～
一
八
九
六
）
の
も
の
は
ま
っ
た
く
な
く
、
残
り
は
す
べ
て
明
治
三
〇
年
代
（
一
八
九
七
～
一
九
〇
六
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
　
三
―
一
五
と
三
―
一
六
は
洋
書
で
、
後
者
に
は
署
名
（「J.K
aw
ano
」）
と
蔵
五　

板
津
謙
六
『
金
川
町
史
』（
金
川
町
史
編
集
委
員
会
、
一
九
五
七
年
）
二
四
七
～
二
四
八
頁
。
書
印
（「
川
野
」）
が
あ
り
、
川
野
氏
を
経
て
武
藤
氏
が
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
発
行
後
一
定
期
間
を
経
過
し
て
武
藤
氏
が
所
蔵
し
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。
と
す
る
と
、
本
史
料
群
は
明
治
三
〇
年
代
以
降
に
形
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
金
川
村
に
と
っ
て
明
治
三
〇
年
代
は
、
明
治
二
五
年
と
明
治
二
六
年
の
水
害
か
ら
の
復
興
期
に
あ
た
る
。
明
治
二
五
年
水
害
で
は
、
旭
川
の
洪
水
に
よ
り
金
川
村
で
も
大
字
鹿
瀬
お
よ
び
武
藤
家
が
所
在
す
る
金
川
の
全
部
が
浸
水
し
、
県
下
全
域
で
の
死
者
は
七
四
人
、
全
流
壊
家
屋
三
一
八
六
戸
、
半
壊
家
屋
二
三
五
七
戸
、
床
上
浸
水
二
万
六
五
七
三
戸
も
の
被
害
を
出
し
て
い
る
。
翌
二
六
年
水
害
で
も
、
金
川
村
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
県
下
全
域
で
の
死
者
は
四
二
三
名
、
全
流
壊
家
屋
六
二
四
〇
戸
と
い
っ
た
被
害
で
あ
っ
た六
。
前
述
し
た
通
り
、
武
藤
家
文
書
は
こ
れ
ら
の
水
害
以
降
に
形
成
さ
れ
た
史
料
群
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
西
日
本
豪
雨
後
に
救
済
さ
れ
た
本
史
料
群
は
、
偶
然
に
も
、
明
治
期
の
水
害
か
ら
復
興
し
て
ゆ
く
地
域
の
歩
み
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
三
　
史
料
紹
介
① 
―
軍
事
郵
便
―
　
武
藤
家
文
書
中
に
は
海
外
か
ら
の
は
が
き
が
約
三
〇
点
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
露
戦
争
の
戦
地
か
ら
届
い
た
軍
事
郵
便
で
あ
る
。
　
近
年
歴
史
資
料
と
し
て
の
軍
事
郵
便
に
は
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
本
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て
、
様
々
な
視
点
に
よ
る
戦
争
研
究
が
活
発
に
な
り
、
と
り
わ
六　

前
掲
『
金
川
町
史
』
一
七
八
頁
、
御
津
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
御
津
町
史
』（
御
津
町
、
一
九
八
五
年
）
九
五
九
頁
。
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（40）
け
戦
争
参
加
が
最
初
で
最
後
の
外
国
体
験
と
な
っ
た
兵
士
の
立
場
に
注
目
し
、
彼
ら
の
戦
争
体
験
を
改
め
て
分
析
対
象
に
据
え
て
み
よ
う
と
い
う
多
く
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
個
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
手
紙
で
あ
る
軍
事
郵
便
研
究
も
そ
の
一
つ
の
流
れ
と
さ
れ
る七
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
軍
事
郵
便
の
収
集
と
公
開
は
ま
だ
不
十
分
で
、
制
度
史
、
郵
便
そ
の
も
の
の
内
容
分
析
と
比
較
検
討
、兵
士
の
戦
争
体
験
の
中
身
、銃
後
の
人
々
の
意
識
、
兵
士
の
表
現
力
と
識
字
率
、
郵
便
の
往
復
過
程
で
の
相
乗
効
果
、
野
戦
郵
便
局
と
検
閲
の
実
態
と
変
遷
な
ど
基
礎
的
研
究
の
必
要
が
あ
る
、
と
も
指
摘
さ
七　

新
井
勝
紘
「
軍
事
郵
便
の
基
礎
的
研
究(
序)
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
二
六
、
二
〇
〇
六
年
）。
れ
て
い
る八
。
し
た
が
っ
て
、
武
藤
家
文
書
中
の
軍
事
郵
便
は
、
軍
事
郵
便
研
究
を
深
化
さ
せ
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
　
実
際
に
内
容
を
確
認
す
る
と
、
大
西
正
太
郎
な
る
人
物
が
差
し
出
し
た
も
の
が
全
一
九
点
と
多
く
見
ら
れ
る
。
大
西
と
武
藤
家
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
西
が「
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
陸
軍
三
等
主
計
」で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る（
一
―
八
八
―
四
な
ど
）。
　
第
五
師
団
（
広
島
）
は
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
二
月
の
日
露
戦
争
開
戦
時
に
第
一
軍
に
配
置
さ
れ
、
三
月
に
は
韓
国
に
上
陸
し
て
、
五
月
に
は
鴨
緑
江
渡
河
作
戦
を
成
功
さ
せ
た
。
翌
六
月
に
は
、
新
た
に
編
成
さ
れ
た
第
四
軍
に
配
置
換
え
と
な
り
、
八
月
か
ら
の
遼
陽
会
戦
、
一
〇
月
か
ら
の
沙
河
会
戦
、
明
治
三
八
年
一
月
か
ら
の
黒
溝
台
の
戦
い
、
そ
し
て
三
月
か
ら
の
奉
天
会
戦
に
も
参
加
し
た九
。
　
大
西
正
太
郎
が
差
し
出
し
た
全
一
九
点
の
は
が
き
は
年
未
詳
の
も
の
二
点
を
除
く
と
、
明
治
三
七
年
八
月
か
ら
明
治
三
八
年
八
月
ま
で
、
お
お
む
ね
月
一
回
ペ
ー
ス
で
出
さ
れ
て
い
る
。
　
は
が
き
か
ら
は
、
ま
ず
戦
い
の
様
子
が
わ
か
る
。（
明
治
）
三
七
年
一
〇
月
六
日
消
印
の
は
が
き
で
は
、「
新
立
屯
の
戦
場
を
見
舞
ふ
、
防
禦
工
事
の
壮
大
な
る
、
真
に
人
を
し
て
驚
し
む
る
も
の
あ
り
」、
塹
壕
内
は
「
俄
兵
の
死
屍
累
々
、
臭
気
近
づ
く
べ
か
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
―
二
六
）。
ま
た
（
明
治
）
三
七
年
一
一
月
二
日
消
印
の
は
が
き
で
は
、「
小
生
等
は
目
下
、
煙
台
東
北
三
里
土
門
子
と
称
す
る
寒
村
に
宿
営
罷
在
候
、
十
月
十
日
以
来
の
遭
遇
戦
は
今
尚
ほ
引
き
続
八　
新
井
勝
紘
「
特
集
に
あ
た
っ
て
」（『
専
修
史
学
』
四
三
、
二
〇
〇
七
年
）
四
頁
。
九　
山
田
朗
『
世
界
史
の
中
の
日
露
戦
争
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）。
図２　1−30「〔武藤寿悦朗宛大西正太郎葉書〕」
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（41）
き
、
敵
は
沙
河
右
岸
に
よ
り
て
碩
強
な
る
抵
抗
を
試
み
候
由
に
て
、
砲
声
段
々
毎
日
耳
も
聾
せ
る
許
り
に
御
座
候
」
と
沙
河
会
戦
の
状
況
に
つ
い
て
伝
え
る
（
一
―
一
五
）。
　
し
か
し
、
戦
い
の
様
子
に
つ
い
て
の
記
述
は
必
ず
し
も
豊
富
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
遼
陽
会
戦
が
始
ま
っ
た
ま
さ
に
そ
の
日
、
明
治
三
七
年
八
月
二
八
日
に
認
め
ら
れ
た
は
が
き
に
は
、
雨
期
に
嫌
厭
と
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
一
―
八
八
―
四
）。
戦
い
の
様
子
に
つ
い
て
の
記
述
が
乏
し
い
理
由
と
し
て
は
、
検
閲
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
大
西
が
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
と
し
て
後
方
支
援
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
　
一
方
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
の
記
述
は
豊
か
で
あ
る
。「
今
や
満
州
の
秋
、
風
物
は
自
然
の
美
に
富
」
ん
で
い
る
こ
と
（
一
―
八
八
―
六
、（
明
治
）
三
七
年
一
〇
月
二
日
消
印
）
や
、「
満
州
の
清
涼
は
去
て
漸
く
荒
寥
に
変
じ
」、「
秋
風
徒
ら
に
枯
葉
に
吹
ク
、
空
は
青
く
、
蕎
麦
は
白
く
、
万
葉
正
に
散
ら
ん
と
せ
り
、
故
国
の
風
物
今
如
何
に
？
」（
一
―
二
六
、（
明
治
）
三
七
年
一
〇
月
六
日
消
印
）
と
伝
え
て
い
る
。
後
者
で
、
満
州
と
対
比
さ
せ
て
日
本
の
様
子
を
気
に
掛
け
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
　
冬
が
近
づ
い
て
く
る
と
寒
さ
へ
の
言
及
も
増
え
る
。（
明
治
三
七
）
年
一
〇
月
一
〇
日
付
の
は
が
き
で
は
、「
生
等
は
近
く
雪
の
進
軍
を
歌
ふ
べ
く
用
意
し
つ
つ
あ
る
な
り
」、「
来
れ
ぬ
敵
手
十
二
月
将
軍
！
」（
一
―
三
〇
）
と
、（
明
治
三
七
年
）
一
一
月
二
〇
日
付
の
は
が
き
で
は
、「
我
等
ガ
前
に
は
欧
露
新
来
の
兵
と
共
に
敵
の
頼
む
名
に
高
き
、
十
二
月
将
軍
さ
へ
来
襲
し
つ
つ
あ
り
」、「
防
寒
の
手
当
は
充
分
な
り
」（
一
―
八
）
と
述
べ
る
。
　
物
資
の
充
足
に
関
し
て
、
防
寒
の
手
当
て
以
外
に
は
食
事
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
る
。「
上
陸
以
来
我
等
は
六
合
の
日
本
米
欠
か
し
た
る
こ
と
な
し
」、「
日
本
人
は
米
之
飯
の
事
な
り
」（
一
―
八
、（
明
治
三
七
年
）
一
一
月
二
〇
日
）、「
米
の
飯
は
日
毎
頂
戴
仕
居
り
候
」（
一
―
七
（
明
治
三
八
年
）
八
月
一
〇
日
）
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
　
物
資
の
充
足
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
は
、
銃
後
か
ら
戦
地
へ
の
視
線
を
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
こ
と
が
さ
ら
に
は
っ
き
り
わ
か
る
記
述
も
あ
る
。「
第
三
回
国
債
広
募
、
其
他
毛
布
募
集
等
の
結
果
を
聞
く
に
つ
け
、
我
等
は
ま
す
ま
す
心
強
さ
を
覚
へ
候
」（
一
―
一
五
、（
明
治
）
三
七
年
一
一
月
二
日
）、「
聞
く
が
如
く
ん
ば
、
国
民
毛
布
寄
贈
の
挙
あ
り
と
、
我
等
は
一
言
だ
に
寒
い
と
口
に
し
て
は
相
済
ま
ぬ
心
地
す
」（
一
―
八
、（
明
治
三
七
年
）
一
一
月
二
〇
日
）、「
国
民
の
同
情
に
、
満
州
の
冬
は
断
じ
て
寒
と
は
申
さ
ず
」（
一
―
一
〇
、（
明
治
）
三
八
年
一
月
八
日
消
印
）、「
名
高
き
満
州
の
寒
気
も
防
寒
外
套
と
寄
贈
毛
布
に
包
み
了
せ
て
、
今
日
は
早
や
旧
正
月
…
」（
一
―
一
三
、（
明
治
三
八
年
）
二
月
八
日
消
印
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
　
軍
事
郵
便
は
、
戦
地
の
状
況
を
銃
後
に
伝
え
る
の
み
な
ら
ず
、
銃
後
の
人
々
の
戦
争
観
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
史
料
と
い
う
指
摘
が
あ
る一〇
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
に
加
え
て
、
銃
後
か
ら
戦
地
へ
様
々
な
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
戦
地
の
人
々
の
意
識
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
史
料
と
も
い
え
る
。
一
〇　

新
井
勝
紘
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
軍
事
郵
便
」（『
歴
史
評
論
』
六
八
二
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
頁
。
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（42）
四
　
史
料
紹
介
② 
―
醤
油
醸
造
業
関
係
史
料
・
決
算
書
―
　
武
藤
家
文
書
に
は
、
近
代
の
経
営
に
か
ん
す
る
帳
簿
類
が
一
定
程
度
残
存
し
て
い
る
（
箱
一
―
三
一
、
三
五
、
四
〇
、
四
一
、
五
三
～
五
七
、
五
九
～
七
一
、
七
九
～
八
三
、
箱
二
―
一
、
二
、
一
三
、
二
八
、
箱
三
―
一
二
、
三
三
、
箱
四
―
一
～
五
、
四
五
～
六
六
、
六
八
、
七
三
、
七
七
、
八
〇
）。
史
料
の
残
存
時
期
は
、
明
治
三
五
年
～
昭
和
二
六
年
（
一
九
〇
二
～
一
九
五
一
）
で
あ
る
が
、
大
半
が
明
治
三
五
年
～
明
治
四
五
年
の
も
の
で
あ
る
。
残
存
し
て
い
る
帳
簿
は
、
武
藤
家
の
商
品
販
売
相
手
・
そ
の
居
所
・
購
入
商
品
お
よ
び
代
金
等
を
記
し
た
「
売
掛
帳
」、
醤
油
蔵
出
し
の
石
数
や
等
級
区
分
（
詳
細
は
不
明
だ
が
、「
花
」、「
卸
」、「
福
」
等
〈
四
―
二
〉）
を
記
し
た
「
蔵
出
帳
」、
原
料
品
の
購
入
数
量
や
代
金
、
仕
込
み
の
際
の
原
料
（
大
豆
・
小
麦
・
大
麦
・
塩
・
水
）
の
数
量
や
仕
込
年
月
を
記
し
た
「
製
造
帳
」
等
、
多
く
が
醤
油
醸
造
業
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
酒
造
業
や
各
種
販
売
業
（
砂
糖
・
金
物
等
）
に
か
か
わ
る
も
の
や
、
数
年
分
で
は
あ
る
が
武
藤
家
全
体
の
「
決
算
書
」
も
み
ら
れ
、
武
藤
家
が
多
角
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
、
醤
油
醸
造
業
に
つ
い
て
は
、
近
代
に
お
け
る
醸
造
過
程
の
具
体
像
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
用
い
て
の
経
営
分
析
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
、
明
治
四
四
年
四
月
二
八
日
「
第
五
回
歳
計
決
算
書
」（
三
―
三
三
）
か
ら
、
武
藤
家
の
財
産
や
収
支
の
構
成
に
つ
い
て
若
干
で
は
あ
る
が
デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。
　
「
第
五
回
歳
計
決
算
書
」
の
内
容
は
、「
財
産
目
録
」、「
貸
借
対
照
表
」、「
損
益
計
算
」、「
第
一
款　
地
所
々
得
」、「
第
二
款　
貸
金
利
子
」、「
第
三
款　
会
社
配
当
金
」、「
第
四
款　
債
券
利
子
」、「
第
五
款　
預
金
利
子
」、「
第
六
款　
醤
油
所
得
」、「
第
七
項
」（
収
入
に
売
上
高
、
支
出
に
仕
入
高
・
運
賃
等
）、「
第
八
款　
雑
収
入
」、「
第
九
款　
砂
糖
」、「
第
十
款　
経
常
費
」、「
第
十
一
項　
非
常
費
」、「
第
一
項
」（
村
名
と
契
約
米
等
）、「
第
二
項
」（
村
名
と
各
酒
税
金
額
）、「
第
参
項　
諸
味
仕
込
」、「
第
四
項　
諸
味
査
定
」、「
第
五
項　
査
定
諸
味
升
欠
」、「
第
六
項
　
製
造
醤
油
」、「
第
七
項　
製
成
醤
油
欠
減
」、「
第
九　
醤
油
粗
売
上
」、「
第
拾
項　
金
物
売
上
」、「
第
拾
壱
項　
米
収
支
」、「
第
拾
貮
項　
大
豆
収
支
」、「
第
拾
三
項　
小
麦
収
支
」、「
第
拾
四
項　
塩
収
支
」、「
第
拾
五
項　
砂
糖
収
支
」、「
項
　
雑
用
代
」
で
あ
る
。
後
半
の
第
八
項
に
あ
た
る
標
題
が
な
く
、
ま
た
朱
筆
で
の
修
正
が
多
く
み
ら
れ
る
点
等
か
ら
、
本
史
料
が
「
決
算
書
」
の
下
書
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
上
記
の
項
目
か
ら
は
、
武
藤
家
が
多
様
な
経
営
と
収
入
の
手
段
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
財
産
目
録
」
を
み
る
と
、「
商
品
」
の
査
定
額
二
二
〇
九
・
四
八
八
円
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
内
訳
は
醤
油
が
一
五
七
〇
・
七
五
六
円
、
砂
糖
が
一
五
八
・
二
七
二
円
、
金
物
が
四
八
〇
・
四
六
〇
円
で
あ
り
、
醤
油
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。「
商
品
」
査
定
額
と
貸
付
金
・
株
券
（
農
工
銀
行
株
）・
債
券
（
勧
業
債
券
・
貯
蓄
債
券
）
等
の
他
の
項
目
を
合
わ
せ
た
合
計
額
が
三
一
五
六
・
〇
二
〇
円
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
武
藤
家
の
買
懸
金
・
未
払
い
金
等
の
合
計
一
一
一
九
・
〇
一
八
円
を
引
い
た
二
〇
三
七
・
〇
〇
二
円
が
最
終
の
合
計
額
と
な
る
。
　
帳
簿
の
後
半
部
に
は
収
支
内
容
の
デ
ー
タ
も
み
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
も
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
武
藤
家
の
経
営
動
向
を
一
定
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、（
四
―
六
四
）
に
は
第
一
九
回
～
二
三
回
（
大
正
一
四
〈
一
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（43）
九
二
五
〉
年
～
昭
和
四
〈
一
九
二
九
〉
年
）
の
「
歳
計
決
算
書
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
経
営
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
武
藤
家
文
書
の
特
徴
と
し
て
、
西
日
本
豪
雨
後
に
被
災
家
屋
の
片
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
こ
と
、
地
元
を
襲
っ
た
明
治
二
〇
年
代
の
水
害
後
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
軍
事
郵
便
研
究
へ
の
貢
献
が
期
待
し
う
る
こ
と
、
醤
油
醸
造
業
を
主
軸
と
す
る
武
藤
家
の
経
営
分
析
が
一
定
程
度
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
本
史
料
群
は
、
そ
の
存
在
自
体
が
、
西
日
本
豪
雨
を
後
世
に
伝
え
る
素
材
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
今
後
の
活
用
に
向
け
た
基
礎
的
研
究
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
の
う
ち
、
は
じ
め
に
、
一
、
二
、
三
、
お
わ
り
に
は
上
村
和
史
、
四
は
東
野
将
伸
が
執
筆
し
た
。
ま
た
、
武
藤
家
文
書
目
録
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
箱
一
を
上
村
、
凡
例
、
箱
二
、
三
、
四
を
東
野
が
主
に
担
当
し
、
東
野
が
目
録
全
体
の
体
裁
等
の
統
一
作
業
を
行
っ
た
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
特
別
推
進
研
究19H
05457
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
【
武
藤
家
文
書
目
録
】
〔
凡
例
〕
・
原
則
と
し
て
、
目
録
上
の
表
記
に
は
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
・
変
体
仮
名
・
旧
字
体
な
ど
は
適
宜
改
め
た
。
・
番
号
は
箱
番
号
―
史
料
番
号
の
順
で
付
し
た
。
・
標
題
に
つ
い
て
は
、
原
標
題
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
記
し
、
原
標
題
が
な
い
場
合
に
は
〔　
　
〕
に
て
適
切
な
標
題
を
加
筆
し
た
。
・
年
代
と
月
日
は
、
作
成
年
代
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
れ
を
記
し
、
印
鑑
・
消
印
等
か
ら
年
代
が
推
定
で
き
る
場
合
に
は
（　
）
に
て
推
定
年
代
を
記
し
た
。
冊
子
・
書
籍
の
作
成
年
月
は
註
記
が
な
い
限
り
発
行
日
で
あ
る
。
・
文
書
の
点
数
は
、
備
考
欄
で
言
及
が
な
い
も
の
は
、
一
つ
の
番
号
に
つ
き
一
点
の
史
料
で
あ
る
。
長
文
の
手
紙
な
ど
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
史
料
だ
が
用
紙
が
複
数
枚
に
わ
た
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
備
考
欄
に
記
し
た
。
・
目
録
全
体
に
お
い
て
、
傍
線
で
記
し
て
い
る
項
目
は
、
史
料
上
に
記
載
が
な
く
不
明
な
箇
所
、
あ
る
い
は
煩
雑
に
な
る
た
め
記
載
を
省
略
し
た
箇
所
で
あ
る
。
史
料
の
欠
損
等
に
よ
り
判
読
が
不
能
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、［　
　
］（
複
数
文
字
と
思
わ
れ
る
場
合
）
や
□
（
一
文
字
と
思
わ
れ
る
場
合
）
と
表
記
し
た
。
・
武
藤
家
文
書
の
内
容
や
当
時
の
歴
史
的
状
況
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
、
基
本
的
に
は
史
料
上
の
記
述
を
目
録
上
に
も
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
あ
く
ま
で
も
学
術
的
見
地
か
ら
上
記
の
よ
う
な
処
置
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
の
目
録
閲
覧
・
利
用
を
行
わ
れ
た
い
。
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（44）
番
号
表
題
年
代
月
日
作
成
宛
先
内
容
備
考
形
態
1-1
〔
武
藤
幾
太
郎
宛
川
上
虎
太
郎
葉
書
〕
（
近
代
）
―
出
征
後
備
第
十
旅
団
混
成
衛
生
隊
第
一
中
隊
　
川
上
虎
太
郎
備
前
金
川
　
武
藤
幾
太
郎
新
紙
ご
恵
贈
の
お
礼
軍
事
郵
便
葉
書
1-2
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
37年
）
11月
11日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
悦
寿
朗
俳
句
三
句
軍
事
郵
便
葉
書
1-3
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
関
五
夫
葉
書
〕
明
治
41年
１
月
関
五
夫
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
年
賀
状
裏
面
一
部
欠
損
葉
書
1-4
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
関
五
夫
葉
書
〕
（
明
治
43年
）
４
月
７
日
関
五
夫
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
御
地
未
曾
有
の
大
火
へ
の
お
見
舞
い
裏
面
欠
損
甚
大
葉
書
1-5
〔
絵
葉
書
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
未
使
用
葉
書
1-6
〔
絵
葉
書
〕
（
近
代
）
―

―
―
―
未
使
用
。
裏
面
は
「
岡
山
孤
児
院
幼
児
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
写
真
。
葉
書
1-7
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
38年
）
８
月
10日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
岡
山
県
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
悦
寿
朗
恤
兵
品
か
つ
記
念
品
と
し
て
こ
の
一
枚
を
送
る
こ
と
、
米
飯
は
毎
日
頂
戴
し
て
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-8
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
37年
）
11月
20日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
付
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
「
十
二
月
将
軍
」
が
来
襲
し
つ
つ
あ
る
が
意
気
旺
盛
で
あ
る
こ
と
、
兵
站
司
令
部
の
苦
力
は
日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-9
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
明
治
37年
12月
２
日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
拝
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
俳
句
一
句
と
和
歌
一
首
軍
事
郵
便
葉
書
1-10
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）
38年
１
月
８
日
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
絵
葉
書
拝
受
、
国
民
の
同
情
を
考
え
る
と
満
州
の
冬
は
寒
い
と
い
え
な
い
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-11
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
38年
）
３
月
４
日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
付
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
牛
角
の
印
材
を
陣
中
の
す
さ
び
と
し
て
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-12 〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
明
治
38年
５
月
24日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
市
中
を
探
し
て
絵
葉
書
を
発
見
、
今
の
絵
葉
書
の
流
行
は
長
足
の
進
歩
で
あ
り
、
戦
争
は
文
芸
的
産
物
も
生
ん
で
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-13
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）
38年
２
月
８
日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
旧
正
月
に
な
り
、
支
那
人
い
わ
く
段
々
暖
か
く
な
っ
て
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-14 〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
近
代
）
―
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
近
着
の
絵
具
で
水
彩
画
を
試
み
た
こ
と
、
13日
付
で
2等
主
計
に
な
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-15
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
37年
）
11月
２
日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
拝
大
日
本
帝
国
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
悦
寿
朗
10月
10日
以
来
、
敵
は
沙
河
右
岸
で
抵
抗
し
て
い
る
こ
と
、
第
3回
国
債
広
募
や
毛
布
募
集
等
の
結
果
が
心
強
い
こ
と
、
現
地
の
人
々
は
ロ
シ
ア
よ
り
日
本
を
歓
迎
し
て
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-16
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
松
岡
健
太
郎
葉
書
〕
1904年
12月
10日
松
岡
健
太
郎
［
　
　
　
　
］
岡
山
県
御
津
郡
［
　
　
　
　
］
悦
寿
朗
年
賀
状
―
葉
書
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（45）
1-17
〔
武
藤
幾
太
郎
宛
戸
澤
祐
太
郎
葉
書
〕
（
近
代
）
―
出
征
后
備
歩
兵
第
十
連
隊
第
一
大
隊
大
行
李
内
　
戸
澤
祐
太
郎
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
哉
太
郎
年
賀
状
軍
事
郵
便
葉
書
1-18
〔
絵
葉
書
〕
（
近
代
）
―

―

―
―

未
使
用
葉
書
1-19〔
絵
葉
書
〕
（
近
代
）
―

―

―
―
未
使
用
葉
書
1-20 〔
武
藤
幾
太
郎
宛
松
岡
健
太
郎
葉
書
〕
1904年
12月
10日
松
岡
健
太
郎
大
日
本
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
大
字
金
川
　
武
藤
哉
太
郎
年
賀
状
―
葉
書
1-21〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
川
上
逸
太
葉
書
〕
明
治
38年
10月
17日
出
征
第
十
野
戦
電
信
隊
　
川
上
逸
太
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
金
川
　
武
藤
悦
寿
朗
い
よ
い
よ
平
和
に
な
り
め
で
た
い
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-22〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
葉
書
〕
1905年
12月
19日
―
（
松
岡
健
太
郎
ヵ
）
大
日
本
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
大
字
金
川
□
　
武
藤
悦
寿
朗
年
賀
状
差
出
な
し
。
差
出
は
筆
跡
よ
り
松
岡
健
太
郎
と
推
定
。
葉
書
1-23
〔
絵
葉
書
〕
（
近
代
）
―

―

―
―

未
使
用
葉
書
1-24〔
武
藤
幾
太
郎
宛
川
上
逸
太
葉
書
〕
（
1904年
）
―
出
征
第
十
師
団
野
戦
電
信
隊
　
川
上
逸
太
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
金
川
　
武
藤
幾
太
郎
遼
陽
を
占
領
し
め
で
た
き
こ
と
、
私
は
無
事
軍
務
を
し
て
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-25〔
絵
葉
書
〕
（
近
代
）
―

―
―
―
未
使
用
葉
書
1-26 〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）
37年
10月
６
日
［

］
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
満
州
の
清
涼
は
荒
寥
に
変
じ
て
い
る
こ
と
、
新
立
屯
の
戦
場
を
見
舞
う
、
塹
壕
内
に
は
ロ
シ
ア
兵
の
死
骸
が
多
く
近
づ
け
な
い
よ
う
な
臭
気
が
し
た
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-27〔
武
藤
宛
中
藤
覚
助
葉
書
〕
（
明
治
）
38年
９
月
８
日
出
征
第
五
旅
団
后
備
歩
兵
第
十
一
ノ
八
　
中
藤
覚
助
拝
大
日
本
帝
国
岡
山
県
備
前
国
金
川
横
町
　
武
藤
御
手
紙
を
御
照
会
い
た
だ
い
た
後
、
無
沙
汰
だ
っ
た
こ
と
の
詫
び
軍
事
郵
便
。
朱
印
「
点
検
済
」
あ
り
。
葉
書
1-28〔
葉
書
〕
―

―
―

―

―

未
使
用
葉
書
1-29〔
絵
葉
書
〕
―

―
―
―
―
未
使
用
、
下
部
欠
損
。
葉
書
1-30 〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）
37年
10月
10日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
付
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
帝
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
寿
悦
郎
生
等
は
「
雪
の
進
軍
」
を
歌
う
べ
く
用
意
し
て
い
る
こ
と
、
冬
将
軍
の
到
来
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
一
部
破
損
あ
り
。
葉
書
1-31-
1
御
津
郡
醤
油
醸
造
組
合
明
治
三
十
八
年
度
歳
入
出
予
算
表
明
治
38年
―
―
―
歳
入
組
合
員
負
担
な
ど
計
21000、
歳
出
事
務
所
費
な
ど
計
21000
31-1と
31-2は
同
折
罫
紙
1-31-
2
御
津
郡
醤
油
醸
造
組
合
明
治
三
十
七
年
度
歳
入
出
決
算
表
明
治
37年
―
―
―
歳
入
組
合
員
負
担
な
ど
計
21000、
歳
出
事
務
所
費
な
ど
計
21001
―
罫
紙
1-32
〔
メ
モ
帳
〕
（
明
治
）
―

―
―
短
歌
な
ど
を
記
す
―
ノ
ー
ト
1-33
雑
用
日
傭
帳
（
近
代
）
―
―
―
品
名
と
金
額
の
書
付
―
竪
帳
1-34
主
人
初
盆
供
物
到
来
品
留
（
近
代
）
―
―
―
―
―
横
帳
1-35
□
十
一
年
歳
計
下
調
簿
（
明
治
）
―
武
藤
―
―
―
横
帳
1-36
明
治
四
十
三
年
十
一
月
廿
七
日
逝
　
行
列
帳
明
治
41年
11月
27日
―
―
―
―
横
帳
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（46）
1-37
〔
封
筒
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
封
筒
の
み
。
封
筒
表
印
刷
「
□
〔
私
〕
立
金
川
中
学
校
自
敬
会
□
〔
第
〕
四
回
秋
季
陸
上
大
運
動
会
記
念
絵
葉
書
」
封
筒
1-38
〔
領
収
書
一
括
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
封
筒
入
り
一
紙
一
括
一
紙
1-39
お
ほ
へ
（
近
代
）
―
―
―
品
名
と
金
額
の
書
付
―
横
帳
1-40
三
十
六
年
度
醤
油
製
造
用
簿
（
明
治
）36年
―
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
大
字
金
川
六
百
九
拾
番
地
　
醤
油
製
造
主
武
藤
悦
寿
朗
―
―
―
横
帳
1-41
三
十
七
年
弐
月
　
醤
油
容
器
容
量
算
出
簿
（
明
治
）37年
２
月
武
藤
―
―
―
横
帳
1-42
〔
慈
善
音
楽
会
寄
付
金
覚
〕
（
近
代
）
―
―
―
計
6円
71銭
の
寄
付
者
一
覧
2紙
1通
一
紙
1-43
明
治
四
十
三
年
十
一
月
廿
七
日
午
后
七
時
逝
亡
武
藤
悦
寿
朗
　
悔
帳
明
治
43年
11月
27日
―
―
―
―
横
帳
1-44
悦
寿
朗
病
気
見
舞
品
到
来
留
（
近
代
）
―
―
―
―
―
横
帳
1-45
〔
慈
善
音
楽
会
寄
付
金
覚
〕
（
明
治
38年
）
―
―
―
計
6円
71銭
の
寄
付
者
一
覧
表
紙
に
菩
薩
孤
児
院
差
出
、
武
藤
悦
寿
朗
宛
の
「
拝
納
書
」
を
貼
付
。
横
帳
1-46
〔
メ
モ
帳
〕
（
近
代
）
―
―
―
金
銭
に
関
す
る
メ
モ
な
ど
を
記
す
―
ノ
ー
ト
1-47〔
明
治
40年
日
記
〕
明
治
40年
―
―
―
―
―
手
帳
1-48
〔
明
治
42年
日
記
〕
明
治
42年
―
―
―
―
―
手
帳
1-49
〔
封
筒
〕
（
明
治
）43年
12月
26日
岡
山
市
紙
屋
町
　
砂
糖
商
白
神
善
次
郎
御
津
郡
金
川
　
武
藤
悦
寿
朗
―

封
筒
の
み
封
筒
1-50
〔
領
収
書
一
括
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
封
筒
入
り
一
紙
一
括
一
紙
1-51
倉
庫
建
築
費
迷
彩
帳
明
治
35年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-52
売
揚
□
明
治
35年
―
武
藤
―
―
展
開
不
能
。
水
損
甚
大
。
竪
帳
1-53
明
治
三
十
六
年
度
醤
油
勘
定
帳
幷
ニ
醤
油
粕
売
上
帳
明
治
36年
―
東
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-54
明
治
三
十
七
年
度
醤
油
勘
定
帳
明
治
37年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-55
明
治
三
十
七
年
度
醤
油
製
造
用
簿
明
治
37年
―
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
大
字
金
川
690番
地
　
醤
油
製
造
主
武
藤
悦
寿
朗
―
―
―
竪
帳
1-56
明
治
三
十
七
年
度
売
上
簿
明
治
37年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-57
明
治
三
十
七
年
度
経
費
簿
明
治
37年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-58
建
築
帳
（
南
ノ
町
）
（
近
代
）
―
―
―
―
―
竪
帳
1-59
明
治
三
十
八
年
度
醤
油
勘
定
帳
明
治
38年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-60
納
税
簿
（
近
代
）
―
（
朱
印
）「
武
藤
」
―
―
―
竪
帳
1-61
売
上
簿
（
近
代
）
―
―
―
―
―
竪
帳
1-62
明
治
三
十
八
年
度
雑
用
日
傭
帳
明
治
38年
―
―
―
―
―
竪
帳
1-63
三
十
八
年
度
納
税
簿
（
明
治
）38年
―
―
―
―
―
竪
帳
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（47）
1-64
三
十
七
年
度
諸
税
諸
費
納
付
簿
（
明
治
）37年
―
―
―
―
―
竪
帳
1-65
現
金
出
納
簿
（
近
代
）
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-66
明
治
三
十
七
年
度
現
金
出
納
簿
明
治
37年
―
―
―
―
―
竪
帳
1-67
明
治
三
十
五
年
現
金
受
払
簿
明
治
35年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-68
明
治
参
十
八
年
醤
油
製
造
用
簿
明
治
38年
―
御
津
郡
金
川
村
大
字
金
川
690番
地
　
醤
油
製
造
主
武
藤
悦
寿
朗
―
―
―
竪
帳
1-69
自
明
治
三
十
三
年
度
至
明
治
　
年
度
　
地
所
費
簿
　
附
営
業
税
所
得
税
其
他
明
治
33年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-70
明
治
三
十
八
年
度
現
金
出
納
簿
明
治
38年
―
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-71
明
治
三
十
五
年
一
月
普
通
営
業
経
費
簿
武
藤
明
治
35年
１
月
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-72
明
治
四
拾
三
年
拾
壱
月
二
十
七
日
葬
送
費
留
帳
明
治
43年
11月
27日
東
武
藤
―
―
―
竪
帳
1-73
〔
封
筒
〕
（
明
治
）
43年
11月
12日
御
津
郡
醤
油
製
造
組
合
事
務
所
金
川
村
大
字
金
川
　
武
藤
悦
寿
朗
―
封
筒
の
み
封
筒
1-74
〔
封
筒
〕
（
近
代
）
―
赤
磐
郡
五
城
村
矢
知
　
岡
本
仲
造
金
川
町
　
武
藤
―
封
筒
の
み
。封
筒
表
書「
御
依
頼
」
封
筒
1-75
明
治
三
十
八
年
六
月
十
日
以
降
通
信
控
明
治
38年
―
―
―
―
―
横
帳
1-76
〔
メ
モ
帳
〕
（
近
代
）
―
―
―
計
算
な
ど
の
メ
モ
―
手
帳
1-77
〔
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
〕
（
近
代
）
―
―
―
蓮
昌
寺
、
須
磨
浦
、
鉄
道
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
―
ノ
ー
ト
1-78
醤
油
製
造
家
必
要
品
相
場
表
明
治
42年
１
月
１
日
大
日
本
大
阪
市
東
区
道
修
町
2
丁
目
70番
地
　
乾
卯
本
店
―
―
印
刷
物
、
洋
装
本
。
冊
子
1-79
明
治
三
十
六
年
十
二
月
第
5回
歳
計
下
調
簿
明
治
36年
12月
武
藤
―
―
表
紙
外
れ
横
帳
1-80
明
治
三
十
七
年
度
醤
油
製
造
用
手
帳
明
治
37年
―
武
藤
―
―
―
横
帳
1-81
［
　
　
　
］
年
度
歳
計
下
調
簿
（
近
代
）
―
武
藤
―
―
表
紙
外
れ
横
帳
1-82
自
明
治
三
拾
八
年
一
月
一
日
至
明
治
　
拾
　
年
　
月
　
日
　
醤
油
手
帳
明
治
38年
―
武
藤
―
―
表
紙
ウ
ハ
書
「
第
一
号
」
横
帳
1-83-1
当
分
通
（
近
代
）
―
南
武
藤
―
―
83-1～
83-5合
綴
。
表
紙
ウ
ハ
書
「
第
三
号
」
横
帳
1-83-2
当
分
通
（
近
代
）
―
南
武
藤
―
―
表
紙
ウ
ハ
書
「
第
二
号
」
横
帳
1-83-3
当
分
通
（
近
代
）
―
南
武
藤
―
―
表
紙
ウ
ハ
書
「
第
一
号
」
横
帳
1-83-4
当
分
通
（
近
代
）
―
南
武
藤
―
―
表
紙
ウ
ハ
書
「
第
四
号
」
横
帳
1-83-5
明
治
四
十
三
年
十
一
月
廿
七
日
当
分
通
決
算
帳
明
治
43年
11月
27日
南
武
藤
―
―
―
横
帳
1-84
明
治
三
十
五
年
一
月
倉
庫
建
築
用
手
帳
明
治
35年
１
月
武
藤
―
―
―
横
帳
1-85
明
治
四
十
四
年
供
物
到
来
記
明
治
44年
１
月
東
武
藤
―
―
―
横
帳
1-86
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日
分
家
歓
品
到
来
帳
明
治
39年
４
月
１
日
―
―
―
―
横
帳
1-87
〔
葉
書
一
括
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
全
5枚
。
3枚
下
書
き
。
2枚
未
使
用
。
葉
書
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（48）
1-88-0
〔
封
筒
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
88-1～
88-7は
封
筒
一
括
。
封
筒
1-88-1
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
38年
）
９
月
19日
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
陸
軍
三
等
主
計
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
度
々
絵
葉
書
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
礼
軍
事
郵
便
葉
書
1-88-2
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
近
代
）
―
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
　
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
悦
寿
朗
川
柳
「
大
日
本
　
新
占
領
地
や
　
日
の
御
旗
」
軍
事
郵
便
葉
書
1-88-3
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）38年
４
月
20日
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
陸
軍
三
等
主
計
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
悦
寿
朗
御
恵
投
の
美
人
お
よ
び
植
物
絵
葉
書
拝
受
軍
事
郵
便
葉
書
1-88-4
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
37年
）
８
月
28日
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
陸
軍
三
等
主
計
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
雨
期
に
嫌
厭
し
て
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-88-5
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）37年
９
月
10日
第
五
師
団
第
一
兵
站
粮
食
縦
列
陸
軍
三
等
主
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
烏
城
の
絵
葉
書
拝
受
、
叙
事
・
叙
述
、
叙
景
は
東
京
日
露
戦
報
に
恥
を
さ
ら
し
て
い
る
の
で
、
御
笑
覧
さ
れ
た
き
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-88-6
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）37年
10月
２
日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
糧
食
縦
列
大
西
正
太
郎
拝
大
日
本
帝
国
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
　
武
藤
悦
寿
朗
今
や
満
州
の
秋
、
風
物
は
自
然
の
美
に
富
ん
で
い
る
こ
と
軍
事
郵
便
葉
書
1-88-7
〔
武
藤
悦
寿
朗
宛
大
西
正
太
郎
葉
書
〕
（
明
治
）38年
４
月
21日
出
征
第
五
師
団
第
一
兵
站
糧
食
縦
列
大
西
正
太
郎
大
日
本
備
前
国
御
津
郡
金
川
村
武
藤
悦
寿
朗
美
人
画
軍
事
郵
便
葉
書
1-89〔
絵
葉
書
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
封
筒
入
り
、
表
書
「
絵
は
が
き
武
藤
」。
全
5枚
、
3枚
下
書
き
、
2枚
未
使
用
葉
書
1-90
〔
引
き
札
〕
（
近
代
）
―
―
―
菱
六
合
資
会
社
の
麹
種
も
や
し
の
広
告
印
刷
物
。
一
紙
1-91
〔
新
聞
切
抜
き
〕
（
近
代
）
―
―
―
「
犬
芝
居
の
太
夫
サ
ン
」
広
告
か
一
紙
1-92
〔
切
手
〕
（
近
代
）
―
―
―
使
用
済
み
の
ア
メ
リ
カ
・
２
セ
ン
ト
切
手
―
切
手
1-93〔
ペ
ン
ケ
ー
ス
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
―
ケ
ー
ス
1-94
〔
印
章
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
全
3本
。
１
本
は
未
加
工
印
章
2-1
明
治
丗
六
年
拾
壱
月
以
降
　
日
記
帳
明
治
36年
11月
武
藤
悦
―

商
売
関
係
の
計
算
メ
モ
な
ど
―
横
半
帳
2-2
明
治
丗
六
年
四
月
　
日
記
簿
明
治
36年
４
月
武
藤
―
商
売
関
係
の
計
算
メ
モ
な
ど
―
横
半
帳
2-3
〔
葉
書
〕
大
正
８
年
５
月
７
日
［
　
　
　
　
］（
武
藤
ヵ
）
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
威
次
郎
御
成
年
式
の
祝
賀
と
し
て
―
葉
書
2-4
N
T
U
RA
LSLA
N
T

PEN
M
N
SH
IP　
N
U
M
BER3
大
正
４
年
10月
22日
開
成
館
発
行
―
英
語
練
習
ノ
ー
ト
「
第
二
学
年
甲
　
武
藤
威
次
郎
」
ノ
ー
ト
2-5
N
T
U
RA
LSLA
N
T

PEN
M
N
SH
IP　
N
U
M
BER2
大
正
４
年
10月
22日
開
成
館
発
行
―
英
語
練
習
ノ
ー
ト
―
ノ
ー
ト
2-6
〔
白
紙
帳
簿
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
横
長
の
帳
簿
、
白
紙
横
半
帳
2-7
修
訂
　
近
世
植
物
学
教
科
書
（
近
代
）
―
理
学
士
大
渡
忠
太
郎
著
、
開
成
館
蔵
版
―
―
表
紙
・
裏
表
紙
の
み
、「
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
威
次
郎
」
冊
子
2-8
代
数
学
筆
記
帳
（
近
代
）
―
金
川
中
学
第
二
学
年
甲
組
　
武
藤
威
次
郎
―
―
―
ノ
ー
ト
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（49）
2-9
中
学
二
三
年
程
度
中
等
英
語
　
第
七
巻
第
六
号
大
正
８
年
６
月
１
日
研
究
社
発
行
―
―

洋
装
本
冊
子
2-10
修
訂
　
近
世
植
物
学
教
科
書
明
治
45年
２
月
23日
大
渡
忠
太
郎
著
、
開
成
館
発
行
―
―
訂
正
72版
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
留
め
、
「
私
立
金
川
中
学
校
　
第
壹
学
年
乙
組
　
武
藤
威
次
郎
所
有
」
冊
子
2-11
秀
芳
　
第
貮
拾
参
号
大
正
７
年
５
月
15日
私
立
金
川
中
学
校
自
敬
会
―
評
論
、
詩
藻
、
旅
行
記
な
ど
ホ
ッ
チ
キ
ス
留
め
、「
金
川
中
学
校
　
川
野
」
冊
子
2-12
大
正
九
年
四
月
一
日
　
雑
記
帳
大
正
９
年
４
月
１
日
武
藤
―
代
数
学
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
「
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
T
.M
uto」
冊
子
2-13
明
治
丗
八
年
　
醤
油
売
上
帳
明
治
38年
―
御
津
郡
金
川
村
大
字
金
川
六
百
九
拾
番
地
，
醤
油
製
（
社
），
武
藤
収
寿
郎
―
―
洋
装
本
冊
子
2-14
博
物
筆
記
帳
（
近
代
）
―
三
年
級
フ
組
　
四
年
級
ヲ
組
　
武
藤
始
太
郎
―
博
物
学
、
数
学
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
洋
装
本
ノ
ー
ト
2-15
GRA
PH
―
N
O
T
E
大
正
６
年
６
月
10日
田
中
久
榮
堂
発
行
―
数
学
の
グ
ラ
フ
筆
記
帳
3版
、
洋
装
本
、「
金
川
中
学
校
武
藤
」
ノ
ー
ト
2-16地
理
学
筆
記
帖
　
英
会
筆
記
（
近
代
）
―
金
川
中
学
校
　
第
壹
学
年
生
　
武
藤
威
次
郎
―
地
理
学
、
英
会
話
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
洋
装
本
ノ
ー
ト
2-17
大
正
七
年
版
　
SU
M
M
ERD
RILL
IN
EN
GLISH
N
O
.Ⅰ
大
正
７
年
６
月
10日
英
語
界
社
発
行
―
―
洋
装
本
、「
一
年
乙
　
T
.
M
uto」
冊
子
2-18
EX
ERCISEBO
O
K
FO
RD
ICT

A
T
IO
N
　
T
RA
N
SLA
T
IO
N
＆
CO
M
PO
SIT
IO
N
大
正
７
年
10月
20日
英
語
界
社
発
行
―
―
「
第
二
学
年
甲
組
　
武
藤
威
次
郎
」
冊
子
2-19
大
正
八
年
版
　
SU
M
M
ERD
RILL
IN
EN
GLISH
N
O
.Ⅱ
大
正
８
年
６
月
10日
英
語
界
社
発
行
―
―
「
2nd.y.c.A
T.M
uto」
冊
子
2-20
〔
数
学
ノ
ー
ト
〕
（
近
代
）
―
武
藤
威
次
郎
　
武
藤
博
子
―
―
表
紙
「
武
藤
威
次
郎
　
武
藤
博
子
」
ノ
ー
ト
2-21夏
期
休
暇
代
数
宿
題
答
案
帳
（
近
代
）
―
金
川
中
学
校
　
第
二
学
年
　
甲
組
　
武
藤
威
次
郎
―
―
ピ
ン
で
綴
じ
て
い
る
冊
子
2-22〔
英
語
練
習
ノ
ー
ト
〕
（
近
代
）
―
K
anagaw
aM
iddleSchool　
2nd.y.cT
.M
uto
―
―
ピ
ン
で
綴
じ
て
い
る
冊
子
2-23
尋
常
少
学
修
身
書
　
巻
一
昭
和
51年
11月
25日
文
部
省
、
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
（
文
化
事
業
部
）
発
行
―

―
9版
、
洋
装
本
、
第
二
期
国
定
教
科
書
復
刻
版
冊
子
2-24
試
験
勉
強
準
備
帳
　
代
数
（
近
代
）
―
2ndyearsclass
H
.K
A
W
A
N
O
（
川
野
秀
夫
）
―
―
洋
装
本
冊
子
2-25
新
式
独
習
英
語
講
義
録
　
N
EW

N
A
T
IO
N
A
L　
FIRST
REA
D
ER
大
正
元
年
９
月
10日
大
日
本
国
民
英
語
学
会
―
―
「
K
A
W
A
T
A
」
冊
子
2-26
大
正
七
年
版
　
表
解
　
代
数
学
　
上
大
正
７
年
８
月
23日
中
等
教
育
研
究
所
編
纂
、
光
世
館
書
店
発
行
―

―
「
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
威
次
郎
」
冊
子
2-27〔
修
身
科
筆
記
帳
〕
（
近
代
）
―
岡
山
県
御
津
郡
金
川
　
第
一
学
年
　
乙
組
　
第
二
学
年
甲
　
武
藤
威
次
郎
―
―

洋
装
本
ノ
ー
ト
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（50）
2-28
醤
油
製
造
用
手
帳
　
三
十
九
年
分
（
明
治
）39年
―
武
藤
―
―

洋
装
本
ノ
ー
ト
2-29日
記
帳
（
近
代
）
―
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
威
次
郎
―
―
洋
装
本
冊
子
2-30
幾
何
（
ノ
ー
ト
）
（
近
代
）
―
岡
山
県
下
金
川
町
　
武
藤
威
次
郎
―
―
洋
装
本
、「
大
正
八
年
度
」
冊
子
2-31
明
治
四
十
一
年
　
懐
中
日
記
明
治
41年
―
―
―
―
洋
装
本
冊
子
2-32
PO
CK
ET
H
O
M
EREA
D
ERF
O
RSECO
N
D
Y
EA
RBookⅠ
.
大
正
７
年
５
月
３
日
研
究
社
編
輯
部
著
、
研
究
社
発
行
―
―
洋
装
本
、「
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
私
立
金
川
中
学
校
　
第
一
学
年
乙
組
　
武
藤
威
次
郎
」
冊
子
2-33
〔
作
文
〕
（
近
代
）
―
第
一
学
年
乙
組
　
武
藤
威
次
郎
―

「
休
暇
中
の
一
日
」
に
つ
い
て
の
作
文
―

罫
紙
2-34
明
治
四
十
三
年
　
拾
壱
月
廿
七
日
　
手
伝
人
名
簿
明
治
43年
11月
27日
武
［
　
　
　
　
］
―
手
伝
い
人
の
勤
務
時
間
と
人
名
書
き
上
げ
裏
表
紙
な
ど
一
部
破
損
横
帳
2-35
明
治
四
十
三
年
十
一
月
廿
七
日
吉
　
供
物
帳
明
治
43年
11月
27日
―
―

人
名
・
供
物
内
容
書
き
上
げ
―
横
帳
2-36
簡
野
氏
　
校
訂
　
新
編
漢
文
読
本
詳
解
　
第
五
学
年
用
大
正
４
年
４
月
10日
東
京
辞
書
出
版
所
編
輯
所
編
纂
・
東
京
辞
書
出
版
社
発
行
―

漢
文
手
本
・
和
訳
な
ど
洋
装
本
、
五
年
級
四
組
　「
武
藤
始
太
郎
」
竪
帳
2-37
記
憶
し
易
き
中
学
程
度
の
イ
デ
ィ
ヲ
ム
と
フ
レ
ー
ズ
上
達
法
大
正
８
年
９
月
６
日
越
山
冷
水
・
星
野
久
成
著
、
東
華
堂
書
店
発
行
―
イ
デ
ィ
オ
ム
と
フ
レ
ー
ズ
の
事
例
書
き
上
げ
4版
、
洋
装
本
、
印
（「
南
武
藤
書
庫
印
」）
竪
帳
2-38
明
治
三
十
九
年
　
当
用
日
記
明
治
38年
12月
８
日
大
橋
新
太
郎
編
輯
兼
発
行
、
博
文
館
発
兌
―
日
記
、
住
所
人
名
録
な
ど
書
き
込
み
8版
、
洋
装
本
竪
帳
2-39
弘
学
館
蔵
版
　
代
数
学
問
題
解
釋
法
明
治
45年
３
月
20日
数
学
攻
究
会
編
纂
、
弘
学
館
書
店
・
金
正
堂
書
店
発
兌
―
代
数
学
に
つ
い
て
の
問
題
・
解
説
集
洋
装
本
、裏
表
紙
印
「
武
藤
用
」
竪
帳
2-40
自
修
リ
ー
ダ
ー
研
究
三
ノ
B
大
正
６
年
４
月
10日
正
則
英
語
研
究
会
著
、
日
進
堂
発
行
―
英
文
・
和
訳
な
ど
書
き
上
げ
4版
、
洋
装
本
、
表
紙
・
裏
表
紙
破
損
竪
帳
2-41
〔
試
験
用
紙
〕
（
近
代
）
―
第
二
学
年
甲
　
武
藤
威
次
郎
―
代
数
学
科
第
学
期
試
験
で
の
試
験
用
紙
白
紙
2枚
。
ゼ
ニ
ヤ
製
用
紙
使
用
、
解
答
箇
所
・
点
数
箇
所
は
白
紙
。
一
紙
2-42
〔
英
文
・
和
訳
メ
モ
〕
（
近
代
）
―
第
一
年
級
乙
組
　
武
藤
威
次
郎
―
英
文
と
和
訳
の
書
き
上
げ
罫
紙
6枚
一
括
罫
紙
2-43
〔
作
文
〕
（
近
代
）
―
第
二
学
年
甲
組
　
武
藤
威
次
郎
―

「
秋
の
山
」
に
つ
い
て
の
作
文
、
朱
筆
添
削
あ
り
方
眼
用
紙
3枚
一
綴
り
罫
紙
2-44
〔
作
文
〕
―
―
第
一
学
年
乙
組
　
武
藤
威
次
郎
―
モ
ナ
コ
公
国
の
概
要
に
つ
い
て
の
作
文
―
罫
紙
2-45-1
〔
組
長
任
命
書
〕
大
正
７
年
１
月
８
日
岡
山
県
立
岡
山
中
学
校
第
四
年
ヲ
組
　
武
藤
始
太
郎
本
学
期
間
組
長
に
任
命
す
る
こ
と
に
つ
き
2-45-2を
挟
み
込
み
一
紙
2-45-2
〔
日
課
表
〕
（
近
代
）
―
―
―
卯
の
下
起
床
な
ど
、
刻
限
と
日
課
の
書
き
上
げ
―
一
紙
2-46〔
罫
紙
白
紙
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
白
紙
の
罫
紙
2枚
罫
紙
2-47
〔
作
文
〕
（
近
代
）
―
第
一
学
年
乙
　
武
藤
威
次
郎
―
作
文
「
金
川
」、
金
川
の
地
勢
・
施
設
な
ど
―
罫
紙
2-48〔
作
文
〕
（
近
代
）
―
金
川
中
学
校
第
二
学
年
甲
組
　
武
藤
威
次
郎
―
作
文
「
登
校
の
途
」
半
頁
ほ
ど
の
み
文
章
が
途
中
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
罫
紙
2-49〔
作
文
〕
（
近
代
）
―
金
川
中
学
校
第
二
学
年
甲
組
　
武
藤
威
次
郎
―
作
文
「
登
校
の
途
」
の
冒
頭
部
分
書
き
間
違
い
の
た
め
、
冒
頭
部
分
の
み
罫
紙
2-50
〔
試
験
用
紙
〕
（
近
代
）
―
第
二
学
年
甲
　
武
藤
威
次
郎
―
英
会
学
科
第
一
学
期
試
験
で
の
試
験
用
紙
ゼ
ニ
ヤ
製
用
紙
、
解
答
・
点
数
は
白
紙
一
紙
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（51）
2-51
広
島
地
方
修
学
旅
行
記
（
近
代
）
―
―
―
第
1日
～
第
3日
ま
で
の
日
記
　
罫
紙
全
13枚
、
墨
付
き
5枚
、
白
紙
8枚
罫
紙
2-52
学
年
末
試
験
勉
強
日
課
表
大
正
9年
２
月
３
日
（
印
「
南
武
藤
□
庫
印
」）
―

2月
4日
～
3月
6日
ま
で
の
日
課
の
書
き
上
げ
―
一
紙
2-53
〔
英
語
教
科
書
断
簡
〕
（
近
代
）
―
―
―
英
語
教
科
書
の
目
次
ヵ
冊
子
の
一
部
ヵ
、「
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
金
川
中
□
□
生
徒
　
川
野
秀
夫
」
一
紙
2-54〔
井
戸
の
絵
〕
（
近
代
）
―
―
―

「
第
貮
編
第
五
図
」
冊
子
の
一
部
ヵ
一
紙
3-1
算
術
学
習
帳
（
三
四
年
用
）
昭
和
19年
７
月
１
日
東
京
市
幡
代
尋
常
高
等
小
学
校
　
尋
常
科
第
六
学
年
　
武
藤
卓
子
―
算
術
に
つ
い
て
の
授
業
ノ
ー
ト
洋
装
本
冊
子
3-2
日
本
建
国
童
話
集
（
近
代
）
―
菊
池
寛
著
―
日
本
建
国
に
か
か
わ
る
神
話
・
童
話
洋
装
本
、
後
欠
、
表
紙
見
返
し
「
オ
オ
タ
レ
イ
ヂ
」
冊
子
3-3
〔
国
語
学
習
帳
〕
（
近
代
）
―
三
年
級
フ
組
　
武
藤
始
太
郎
―
国
語
の
語
句
の
意
味
調
べ
な
ど
書
き
込
み
洋
装
本
、
表
紙
「
国
語
漢
文
」
と
あ
る
が
、「
漢
文
」
部
分
を
抹
消
冊
子
3-4
〔
国
語
学
習
帳
〕
（
昭
和
）
―
学
習
ノ
ー
ト
統
制
株
式
会
社
　
関
東
連
合
教
育
会
編
纂
―

国
語
の
語
句
意
味
調
べ
・
漢
字
練
習
な
ど
書
き
込
み
洋
装
本
、
前
欠
冊
子
3-5
〔
国
語
学
習
帳
〕
（
昭
和
）
―
初
等
科
第
六
学
年
　
武
藤
文
子
、
帝
国
教
育
会
編
纂
―
国
語
の
語
句
意
味
調
べ
・
感
想
文
な
ど
書
き
込
み
洋
装
本
冊
子
3-6
〔
国
語
学
習
帳
〕
昭
和
20年
５
月
23日
使
用
始
初
等
科
第
六
学
年
二
組
　
武
藤
文
子
、
大
日
本
教
育
会
編
纂
―
国
語
の
語
句
意
味
調
べ
・
略
地
図
・
文
章
な
ど
書
き
込
み
洋
装
本
冊
子
3-7
ひ
ろ
す
け
ひ
ら
か
な
童
話
昭
和
10年
７
月
29日
濱
田
廣
介
著
、
岡
村
書
店
発
行
―
「
く
ら
げ
と
さ
る
」
な
ど
の
童
話
13点
収
録
洋
装
本
冊
子
3-8
岡
山
県
人
名
辞
典
　
乾
昭
和
29年
１
月
20日
岡
山
新
聞
社
出
版
部
発
行
―
同
時
代
の
人
名
辞
典
和
装
本
、
帙
入
り
冊
子
3-9
改
訂
　
中
等
国
語
読
本
　
巻
七
大
正
2年
12月
８
日
故
落
合
直
文
著
、
萩
野
由
之
・
森
林
太
郎
補
修
、
株
式
会
社
明
治
書
院
発
売
―
国
語
教
科
書
改
訂
再
版
、
和
装
本
、
書
中
に
書
込
あ
り
冊
子
3-10
少
国
民
年
鑑
　
昭
和
十
五
年
度
昭
和
15年
―
株
式
会
社
東
雲
堂
発
行
―
国
内
外
の
地
理
情
報
・
地
図
な
ど
洋
装
本
冊
子
3-11
鉄
道
財
政
と
用
度
経
理
　
満
鉄
と
人
拾
五
篇
全
大
正
11年
６
月
６
日
關
五
夫
著
、
大
阪
屋
号
書
店
発
行
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
の
経
理
関
係
情
報
・
漫
録
洋
装
本
冊
子
3-12
収
支
帳
（
近
代
）
―
―
―
―
洋
装
本
、
内
容
白
紙
冊
子
3-13
初
等
科
工
作
三
　
女
子
用
昭
和
18年
３
月
８
日
文
部
省
―
工
作
・
裁
縫
の
図
解
・
写
真
洋
装
本
、
裏
表
紙
「
武
藤
文
子
」
冊
子
3-14
大
正
十
六
年
　
当
用
日
記
大
正
15年
９
月
５
日
株
式
会
社
積
善
館
―
日
常
の
出
来
事
な
ど
に
つ
い
て
の
日
記
洋
装
本
、
函
入
り
冊
子
3-15
№
Ⅳ
T
H
ERO
Y
A
LREA
D
ERS
1886年
―
T
.N
ELSO
N
andSO
N
S
―
神
話
・
歴
史
上
の
人
物
の
履
歴
な
ど
洋
装
本
、
書
中
に
書
込
あ
り
冊
子
3-16
W
EBATER'SHANDYDICTIONARY.
ILLUSTRATED
1877年
―
―
―
英
語
辞
典
洋
装
本
、
小
口
「
T
.K
aw
ano」
冊
子
3-17〔
御
朱
印
帳
〕
（
近
代
）
―
―
―
西
国
第
九
番
札
所
の
書
き
込
み
あ
り
、
大
半
の
頁
は
白
紙
「
萬
印
帖
」
の
マ
ー
ク
の
あ
る
箱
入
り
折
本
3-18明
る
い
生
活
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
昭
和
25年
11月
１
日
社
団
法
人
生
命
保
険
協
会
―
生
命
保
険
案
内
の
冊
子
洋
装
冊
子
、
表
紙
「
岡
山
市
西
中
山
下
一
一
五
ノ
二
番
地
　
光
生
生
命
保
険
相
互
会
社
岡
山
支
社
」
冊
子
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（52）
3-19
経
済
学
―
―
波
多
野
鼎
―
経
済
学
の
概
説
書
洋
装
本
、
前
後
欠
、
表
紙
・
裏
表
紙
欠
冊
子
3-20-1
〔
武
藤
威
次
郎
宛
戸
田
幾
書
簡
〕
（
昭
和
５
年
ヵ
）
３
月
25日
相
州
茅
崎
　
戸
田
幾
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
威
次
郎
希
望
の
部
屋
に
入
院
で
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
稲
垣
様
の
逝
去
へ
の
悼
み
の
言
葉
な
ど
2紙
1通
、
3-20-1～
2封
筒
入
り
、
封
筒
上
書
「
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
威
次
郎
様
」・
裏
書
「
相
州
茅
崎
」
罫
紙
3-20-2
南
湖
院
規
則
昭
和
５
年
９
月
１
日
南
湖
院
―
規
則
・
院
内
心
得
―
一
紙
3-21
N
O
T
EBO
O
K

（
近
代
）
―
―
―
公
式
類
の
内
容
に
つ
い
て
書
き
込
み
洋
装
本
、
表
紙
「
代
数
諸
公
式
及
ビ
幾
何
学
重
要
諸
定
理
」
冊
子
3-22
N
EW
SCH
O
O
LREA
D
ERS
N
O
.Ⅲ

明
治
44年
12月
１
日
熊
本
謙
二
郎
著
、
開
成
館
発
行
―
英
語
教
科
書
洋
装
本
、裏
表
紙
見
返
し
「
三
年
フ
組
武
藤
始
太
郎
」
冊
子
3-23
改
訂
　
数
学
解
法
綱
要
　
代
数
之
部
　
解
（
近
代
）
―
―
―
解
答
・
入
学
試
験
問
題
な
ど
洋
装
本
冊
子
3-24
国
語
漢
文
　
中
辞
林
　
全
明
治
36年
８
月
25日
畠
山
健
校
閲
、
郁
文
舎
編
輯
所
編
纂
、
郁
文
社
・
積
文
社
発
行
―
国
語
辞
典
洋
装
本
冊
子
3-25
GIRLS'M
O
D
ELREA
D
ERS
BO
O
K
T
W
O
大
正
３
年
２
月
24日
岸
本
能
武
太
著
、
開
成
館
発
―
英
語
教
科
書
訂
正
再
版
、
洋
装
本
、
書
中
に
書
込
あ
り
、
裏
表
紙
見
返
り
「
山
陽
高
等
女
学
校
第
参
年
弐
組
　
田
淵
政
子
」
冊
子
3-26
〔
絵
葉
書
一
括
〕
（
近
代
）
―
―
―
『
日
本
文
化
史
講
義
資
料
』
の
函
に
収
納
絵
葉
書
90枚
一
括
絵
葉
書
3-27
算
術
　
小
　
教
科
書
　
下
巻
明
治
35年
11月
21日
藤
澤
利
喜
太
郎
著
、
大
日
本
図
書
株
式
会
社
発
行
―
数
学
教
科
書
洋
装
本
、
書
中
に
書
込
あ
り
冊
子
3-28
改
訂
　
中
等
国
語
読
本
　
巻
八
明
治
45年
１
月
８
日
故
落
合
直
文
著
、
萩
野
由
之
・
森
林
太
郎
補
修
、
株
式
会
社
明
治
書
院
発
行
―
国
語
教
科
書
和
装
本
冊
子
3-29
オ
モ
シ
ロ
ク
デ
キ
ル
　
バ
ツ
ト
人
形
昭
和
７
年
12月
１
日
岬
い
づ
も
編
、
國
華
堂
書
店
―
バ
ツ
ト
の
空
き
箱
を
使
っ
た
人
形
工
作
に
つ
い
て
洋
装
本
、
裏
表
紙
「
金
川
國
民
学
校
　［
］
ワ
ノ
ミ
サ
□
」
冊
子
3-30
湖
畔
の
聲
　
第
二
十
八
巻
　
第
四
号
昭
和
15年
４
月
１
日
大
屋
篤
編
輯
、
湖
聲
社
発
行
―
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
文
章
・
新
刊
紹
介
な
ど
洋
装
本
冊
子
3-31
改
訂
　
中
等
国
語
読
本
　
巻
七
大
正
２
年
12月
８
日
故
落
合
直
文
著
、
萩
野
由
之
・
森
林
太
郎
補
修
、
株
式
会
社
明
治
書
院
販
売
―
国
語
教
科
書
改
訂
再
版
、
和
装
本
、
表
紙
見
返
し
「
ヲ
組
　
武
藤
始
太
郎
」、
書
中
に
書
込
あ
り
冊
子
3-32
秋
の
山
（
近
代
）
―
第
二
学
年
甲
組
　
武
藤
威
次
郎
―
秋
の
山
の
風
景
に
つ
い
て
の
作
文
原
稿
用
紙
2枚
一
括
、
後
欠
一
紙
3-33
明
治
四
十
四
年
四
月
弐
拾
八
日
　
第
五
回
歳
計
決
算
書
明
治
44年
４
月
28日
武
藤
好
太
郎
―
財
産
目
録
・
収
支
記
録
な
ど
罫
紙
使
用
竪
帳
3-34
武
藤
酒
造
㏍
事
業
場
平
面
図
（
近
代
）
―
―
―
青
地
に
白
線
の
平
面
図
3紙
1点
一
紙
3-35〔
分
度
器
〕
（
近
代
）
―
―
―
―
―
分
度
器
3-36〔
三
角
定
規
〕
（
近
代
）
―
図
画
共
励
会
選
定
―
―
―
三
角
定
規
4-1
〔
売
懸
帳
〕
（
近
代
）
―

（
武
藤
家
）
―

売
懸
代
金
・
相
手
書
き
上
げ
表
紙
・
裏
表
紙
判
読
不
能
、
一
部
開
披
不
能
、
売
懸
相
手
の
タ
ッ
グ
シ
ー
ル
貼
付
横
半
帳
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（53）
4-2
明
治
四
拾
四
年
［
　
　
　
］　
醤
油
蔵
出
帳
明
治
44年
―
（
武
藤
家
）
―

蔵
出
合
計
数
・
蔵
出
区
分
等
書
き
上
げ
表
紙
左
部
「
御
津
郡
金
川
［
　
　
　
］
九
百
四
番
地
　
［
　
　
　
　
］
武
藤
［
　
］
郎
」
竪
帳
4-3
自
明
治
四
拾
年
二
月
十
三
日
　
至
仝
四
拾
壹
年
六
月
三
十
日
　
醤
油
売
懸
帳
　
貮
明
治
40年
～
明
治
41年
―

南
武
藤
―
売
懸
代
金
・
相
手
・
品
物
等
書
き
上
げ
背
表
紙
「
醤
油
売
懸
帳
　
自
四
十
年
二
月
至
四
十
一
年
六
月
三
十
日
　
南
武
藤
」
竪
帳
4-4
戊
□
　
明
治
四
［
　
　
　
　
］
貮
［
　
　
　
］
売
懸
帳
（
明
治
40年
ご
ろ
ヵ
）
―

（
武
藤
家
）
―

売
懸
代
金
・
相
手
書
き
上
げ
表
紙・
裏
表
紙
判
読
不
能
、
一
部
開
披
不
能
、
売
懸
相
手
の
タッグシ
ール
貼
付
竪
帳
4-5
〔
売
懸
帳
〕
（
近
代
）
―
（
武
藤
家
）
―

売
懸
代
金
・
相
手
書
き
上
げ
表
紙・
裏
表
紙
判
読
不
能
、
一
部
開
披
不
能
、
売
懸
相
手
の
タッグシ
ール
貼
付
横
半
帳
4-6
名
所
名
物
民
謡
案
内
　
大
日
本
旅
行
地
図
大
正
16年
１
月
１
日
東
京
日
日
新
聞
―
中
部
地
方
か
ら
北
海
道
・
樺
太
ま
で
の
彩
色
地
図
―
地
図
4-7
〔
群
馬
・
埼
玉
・
長
野
県
境
界
地
図
〕
昭
和
５
年
９
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―

県
境
地
域
の
彩
色
地
図
―
地
図
4-8
隴
海
線
戦
局
地
図
昭
和
13年
５
月
17日
大
阪
朝
日
新
聞
―
山
東
省
・
江
蘇
省
・
山
西
省
・
湖
北
省
等
近
辺
の
地
図
第
二
萬
三
百
二
十
一
号
付
録
地
図
4-9
〔
封
筒
〕
昭
和
10年
１
月
１
日
―
―

「
キ
ン
グ
新
年
号
第
十
一
巻
第
一
号
附
録
」
の
封
筒
中
身
な
し
封
筒
4-10
所
得
税
確
定
申
告
書
の
書
き
か
た
（
昭
和
26年
）
―
国
税
庁
国
税
局
税
務
署
―
所
得
税
確
定
申
告
書
の
記
載
方
法
、
昭
和
26年
度
分
所
得
税
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
―
一
紙
4-11
〔
青
梅
地
域
地
図
〕
大
正
15年
11月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―

北
多
摩
・
南
多
摩
・
入
間
・
西
多
摩
等
の
地
図
―
地
図
4-12
〔
京
都
東
北
部
地
図
〕
大
正
15年
５
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
京
都
市
東
北
部
か
ら
滋
賀
県
野
洲
周
辺
ま
で
の
地
図
―

地
図
4-13-
1
伊
豆
国
全
図
大
正
14年
３
月
１
日
著
作
印
刷
兼
発
行
者
日
下
伊
兵
衛
、
発
行
者
和
楽
路
屋
―

伊
豆
半
島
の
彩
色
地
図
４
-13-1～
2袋
入
り
、
3版
、
袋
ウ
ハ
書
「
最
新
実
測
里
程
表
入
　
伊
豆
国
全
図
附
大
島
地
図
」
地
図
4-13-
2
昭
和
二
年
二
月
一
日
改
定
　
定
期
乗
合
自
動
車
発
着
時
刻
表
昭
和
２
年
２
月
１
日
下
田
自
動
車
株
式
会
社
―
時
刻
表
・
賃
金
表
・
路
線
等
書
き
上
げ
―
一
紙
4-14
〔
京
都
市
西
北
部
地
図
〕
大
正
15年
５
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―

京
都
市
西
北
部
か
ら
船
井
周
辺
ま
で
の
地
図
―
地
図
4-15
〔
封
筒
〕
昭
和
13年
１
月
１
日
―
―

「
キ
ン
グ
新
年
号
第
十
四
巻
第
一
号
附
録
」
の
封
筒
中
身
な
し
封
筒
4-16
中
支
方
面
日
支
両
軍
態
勢
要
図
昭
和
13年
９
月
６
日
大
阪
朝
日
新
聞
―
中
国
東
部
の
彩
色
地
図
、
軍
隊
の
配
置
図
第
二
万
四
百
三
十
三
号
附
録
地
図
4-17〔
写
真
〕
（
近
代
）
―
―
―
滝
の
写
真
―
写
真
4-18
支
那
事
変
要
図
昭
和
12年
９
月
15日
文
藝
春
秋
―
中
国
東
部
の
地
図
、
中
国
軍
隊
一
覧
表
文
藝
春
秋
第
二
臨
時
増
刊
附
録
第
十
五
巻
第
十
一
号
地
図
4-19
埼
玉
県
全
図
昭
和
９
年
６
月
８
日
安
藤
力
之
助
著
、
合
資
会
社
雄
文
館
発
行
―
埼
玉
県
の
彩
色
地
図
裏
面
に
埼
玉
県
の「
市
町
村
名
官
公
署
電
信
郵
便
局
所
在
便
覧
」
あ
り
地
図
4-20
岩
手
県
全
図
昭
和
９
年
７
月
５
日
安
藤
力
之
助
著
、
合
資
会
社
雄
文
館
発
行
―
岩
手
県
の
彩
色
地
図
裏
面
に
岩
手
県
の
「
市
町
村
名
官
公
署
電
信
郵
便
局
所
在
便
覧
」
あ
り
地
図
4-21
最
新
岡
山
県
全
図
（
昭
和
ヵ
）
―
統
計
出
版
社
編
集
部
―
岡
山
県
の
彩
色
地
図
地
図
の
下
部
に
「
岡
山
県
勢
概
要
」
あ
り
地
図
4-22
〔
大
阪
朝
日
新
聞
〕
昭
和
12年
７
月
16日
大
阪
朝
日
新
聞
社
―

新
聞
の
7～
10面
9・
10面
、
一
部
破
損
新
聞
4-23
欧
州
戦
乱
要
図
昭
和
14年
９
月
23日
大
阪
朝
日
新
聞
社
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
図
と
「
欧
州
軍
備
要
図
」
大
阪
朝
日
新
聞
第
二
万
八
百
十
二
号
附
録
地
図
4-24
沼
津
市
全
図
大
正
15年
７
月
５
日
大
庭
俊
郎
著
作
兼
発
行
、
至
誠
堂
書
店
発
行
―
沼
津
市
の
彩
色
地
図
袋
入
り
、
裏
面
に
「
沼
津
市
職
業
名
鑑
｛
職
業
別
電
話
一
覧
｝」
あ
り
地
図
4-25〔
日
光
周
辺
地
図
〕
大
正
15年
５
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
栃
木
・
福
島
・
群
馬
・
新
潟
県
境
付
近
の
彩
色
地
図
―
地
図
4-26
西
日
本
鳥
瞰
大
図
絵
昭
和
５
年
10月
21日
山
陽
新
聞
社
―
京
阪
か
ら
山
口
県
ま
で
の
鳥
瞰
彩
色
絵
図
第
壹
萬
七
千
百
五
十
五
号
附
録
、
裏
面
に
「
西
日
本
主
要
名
所
案
内
」
あ
り
地
図
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
九
号
（
二
〇
二
〇
・
三
）
（54）
4-27
最
新
支
那
明
細
大
地
図
昭
和
13年
１
月
１
日
キ
ン
グ
編
輯
局
編
纂
、
大
日
本
雄
弁
講
談
社
発
行
―
中
国
東
部
の
彩
色
地
図
裏
面
「
満
蒙
・
ソ
連
国
境
地
図
」
地
図
4-28
岡
山
県
交
通
地
図
昭
和
29年
１
月
岡
山
朝
日
新
聞
専
売
店
会
―
岡
山
県
の
鉄
道
な
ど
の
交
通
網
に
つ
い
て
の
彩
色
地
図
―
地
図
4-29
支
那
時
局
要
図
昭
和
12年
８
月
２
日
朝
日
新
聞
社
―
中
国
東
部
の
彩
色
地
図
―
地
図
4-30
〔
甲
府
周
辺
地
図
〕
大
正
11年
８
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
山
梨
・
埼
玉
・
長
野
・
静
岡
・
神
奈
川
・
東
京
の
府
県
境
地
域
の
彩
色
地
図
―
地
図
4-31
〔
袋
〕
（
昭
和
29年
ヵ
）
―
岡
山
朝
日
新
聞
専
売
店
会
―
「
最
新
岡
山
県
交
通
地
図
」
の
袋
中
身
な
し
（
4-28の
袋
ヵ
）
袋
4-32
〔
東
京
西
南
部
地
図
〕
大
正
８
年
11月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
橘
樹
・
都
筑
な
ど
周
辺
地
図
―
地
図
4-33
〔
粕
壁
地
図
〕
大
正
５
年
６
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
東
葛
飾
・
北
葛
飾
な
ど
周
辺
地
図
―
地
図
4-34
〔
龍
崎
地
図
〕
大
正
５
年
６
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
稲
敷
・
北
相
馬
な
ど
周
辺
地
図
―
地
図
4-35
〔
東
京
西
北
部
地
図
〕
大
正
８
年
10月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
北
足
立
・
北
豊
島
な
ど
周
辺
地
図
―
地
図
4-36
〔
廣
根
地
図
〕
大
正
15年
11月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
能
登
・
川
邊
な
ど
周
辺
地
図
―
地
図
4-37〔
空
中
戦
絵
図
〕
昭
和
12年
７
月
10日
木
俣
武
―
―
コ
ド
モ
ノ
ヒ
カ
リ
第
一
巻
十
一
号
附
録
絵
図
4-38
上
海
戦
局
全
図
昭
和
12年
８
月
23日
大
阪
朝
日
新
聞
社
―
―
第
二
萬
五
十
七
号
附
録
地
図
4-39
秋
田
県
全
図
昭
和
９
年
６
月
15日
安
藤
力
之
助
著
、
合
資
会
社
雄
文
館
発
行
―
秋
田
県
の
彩
色
地
図
裏
面
に
秋
田
県
の
「
市
町
村
名
官
公
署
電
信
郵
便
局
所
在
便
覧
」
あ
り
地
図
4-40
大
正
十
二
年
九
月
　
帝
都
大
震
災
火
災
系
統
地
図
大
正
12年
12月
27日
東
京
日
日
新
聞
社
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
―
東
京
大
震
災
時
の
火
災
罹
災
地
図
、
風
速
・
風
向
変
化
表
な
ど
東
京
帝
国
大
学
罹
災
者
情
報
局
調
査
地
図
4-41
大
阪
朝
日
新
聞
社
特
撰
　
最
新
満
蒙
地
図
昭
和
７
年
２
月
１
日
大
阪
朝
日
新
聞
社
―
―
第
壹
萬
八
千
〇
四
十
三
号
附
録
地
図
4-42
非
常
時
国
防
一
覧
　
東
亜
太
平
洋
地
図
昭
和
10年
１
月
１
日
キ
ン
グ
編
輯
局
編
纂
、
大
日
本
雄
弁
講
談
社
発
行
―
太
平
洋
地
域
地
図
、
軍
事
力
・
在
留
日
本
人
数
な
ど
キ
ン
グ
第
十
一
巻
第
一
号
附
録
地
図
4-43
大
阪
朝
日
新
聞
社
特
撰
　
最
新
世
界
大
地
図
昭
和
８
年
３
月
５
日
大
阪
朝
日
新
聞
社
―
世
界
地
図
、
各
国
軍
事
力
な
ど
第
一
万
八
千
四
百
三
十
八
号
附
録
地
図
4-44
最
新
岡
山
県
地
図
昭
和
28年
６
月
朝
日
新
聞
社
―
岡
山
県
地
図
、
市
町
村
合
併
沿
革
な
ど
袋
入
り
、
裏
面
に
「
沼
津
市
職
業
名
鑑
｛
職
業
別
電
話
一
覧
｝」
あ
り
地
図
4-45
大
正
参
年
　
醤
油
製
造
帳
大
正
３
年
―
醤
油
製
造
人
　
武
藤
始
太
郎
―
原
料
品
の
受
払
・
原
料
品
数
量
な
ど
―
竪
帳
4-46
大
正
九
年
　
醤
油
製
成
持
出
売
上
諸
覚
書
大
正
９
年
―
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
始
太
郎
―
醤
油
の
仕
込
み
量
な
ど
―
竪
帳
4-47
明
治
四
拾
四
年
壹
月
　
砂
糖
仕
込
簿
明
治
44年
１
月
南
武
藤
商
店
砂
糖
部
―
砂
糖
仕
込
み
に
つ
い
て
の
数
値
等
メ
モ
―
竪
帳
4-48
明
治
四
十
一
年
　
自
七
月
壹
日
　
醤
油
売
懸
帳
明
治
41年
７
月
南
武
藤
店
―
売
懸
相
手
、
金
額
、
石
数
等
書
き
上
げ
背
表
紙
「
醤
油
売
懸
帳
　
自
四
十
一
年
七
月
　
至
　
月
日
　
南
武
藤
」
竪
帳
4-49
明
治
四
十
年
壱
月
以
降
　
売
懸
簿
明
治
40年
―
南
武
藤
―
売
懸
代
金
・
相
手
、
品
目
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-50
明
治
四
十
四
年
十
二
月
　
鉄
類
売
上
簿
明
治
44年
12月
南
武
藤
―
鉄
類
の
売
上
金
額
・
相
手
等
書
き
上
げ
表紙に武藤始太郎宛岡山市西大寺町小
野仙四郎葉書（代金請求）貼付
竪
帳
4-51
自
大
正
弐
［
　
　
］
至
大
正
四
［
　
　
］　
六
［
　
　
　
］　
醤
油
売
懸
簿
大
正
２
年
～
大
正
４
年
―
（
武
藤
家
）
―
売
懸
代
金
・
相
手
・
品
目
等
書
き
上
げ
表
紙
・
背
表
紙
一
部
破
損
竪
帳
4-52
明
治
四
拾
四
年
　
醤
油
製
造
帳
明
治
44年
―
御
津
郡
金
川
村
字
金
川
九
百
四
拾
四
番
地
　
醤
油
製
造
人
　
武
藤
始
太
郎
―
原
料
品
の
受
払
・
原
料
品
数
量
な
ど
水
損
の
た
め
一
部
の
頁
は
剥
離
困
難
竪
帳
4-53
大
正
五
年
一
月
　
醤
油
製
造
帳
大
正
５
年
１
月
醤
油
製
造
人
　
武
藤
始
太
郎
―
原
料
品
の
受
払
・
原
料
品
数
量
な
ど
水
損
の
た
め
一
部
の
頁
は
剥
離
困
難
竪
帳
4-54
［
　
　
　
　
　
　
］
売
懸
帳
（
近
代
）
―
（
武
藤
家
）
―
売
懸
代
金
・
相
手
等
書
き
上
げ
表
紙
・
裏
表
紙
判
読
不
能
、
一
部
開
披
不
能
、
売
懸
相
手
の
タ
ッ
グ
シ
ー
ル
貼
付
横
半
帳
4-55
自
明
治
四
拾
四
年
壹
月
　
至
大
正
貮
年
五
月
　
醤
油
売
懸
簿
　
五
明
治
44年
～
大
正
２
年
―
南
武
藤
醤
油
舗
―
売
懸
代
金
・
相
手
等
書
き
上
げ
表
紙
・
背
表
紙
一
部
破
損
竪
帳
岡
山
県
御
津
郡
金
川
村
武
藤
家
文
書
目
録
・
史
料
紹
介
　
　
上
村
和
史
・
東
野
将
伸
（55）
4-56
明
治
四
拾
四
年
壹
月
壹
日
　
砂
糖
売
懸
日
記
簿
明
治
44年
１
月
１
日
南
武
藤
商
店
砂
糖
部
―
売
懸
代
金
・
相
手
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-57
明
治
四
拾
四
年
十
一
月
　
醤
油
蔵
出
帳
明
治
44年
11月
御
津
郡
金
川
村
字
金
川
九
百
四
拾
四
番
地
　
醤
油
製
造
人
　
武
藤
始
太
郎
―
日
付
・
蔵
出
し
内
容
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-58
明
治
四
拾
壱
年
度
　
日
傭
帳
明
治
41年
―
南
武
藤
―
店
員
名
・
勤
務
日
数
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-59
明
治
四
十
五
年
六
月
　
金
物
売
懸
帳
明
治
45年
６
月
南
武
藤
―
売
懸
代
金
・
相
手
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-60
〔
釣
船
・
釣
り
人
絵
図
〕
―
―
―
―
釣
船
と
釣
り
人
の
略
絵
図
冊
子
の
う
ち
の
一
丁
ヵ
一
紙
4-61
自
明
治
四
十
二
年
七
月
一
日
　
至
仝
四
十
三
年
三
月
三
十
一
日
　
醤
油
蔵
出
帳
明
治
42年
～
明
治
43年
―
南
武
藤
―
日
付
・
蔵
出
し
内
容
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-62
大
正
九
年
度
　
生
醤
油
製
成
帖
大
正
９
年
―
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
始
太
郎
―
生
醤
油
の
製
造
量
・
混
和
物
内
容
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-63
大
正
　
自
七
年
　
至
八
年
　
醤
油
製
成
帳
大
正
７
年
～
大
正
８
年
―
岡
山
県
御
津
郡
金
川
町
　
武
藤
始
太
郎
―
醤
油
の
製
造
量
・
混
和
物
内
容
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-64
大
正
拾
四
年
五
月
　
第
拾
九
回
歳
計
決
算
書
　
弐
ノ
拾
五
大
正
14年
５
月
武
藤
始
太
郎
―
財
産
目
録
・
各
種
収
支
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-65
明
治
四
拾
壱
年
貮
月
　
金
物
売
懸
日
記
帳
明
治
41年
２
月
南
武
藤
―
売
懸
代
金
・
相
手
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-66
大
正
弐
［
　
　
　
　
　
　
　
］　
金
物
［
　
　
］　
金
川
武
藤
［
　
　
　
］
大
正
２
年
―
武
藤
―
代
金
・
品
目
等
書
き
上
げ
表
紙
一
部
破
損
横
半
帳
4-67
京
都
市
街
図
昭
和
３
年
11月
５
日
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
京
都
市
土
木
局
校
閲
―
京
都
市
街
の
彩
色
地
図
袋
入
り
、
裏
面
「
京
都
名
所
案
内
」
あ
り
地
図
4-68
大
正
四
年
　
醤
油
製
造
帳
大
正
４
年
―
醤
油
製
造
人
　
武
藤
始
太
郎
―
原
料
品
受
払
等
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-69
〔
京
都
市
南
西
部
地
図
〕
大
正
15年
５
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
乙
訓
・
南
桑
田
な
ど
周
辺
地
図
―
地
図
4-70
〔
神
戸
周
辺
地
図
〕
昭
和
２
年
５
月
30日
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
―
武
庫
・
美
嚢
・
明
石
な
ど
周
辺
地
図
―
地
図
4-71
今
上
天
皇
陛
下
御
聖
徳
（
昭
和
ヵ
）
―
在
郷
軍
人
会
岡
山
支
部
―
昭
和
天
皇
の
聖
徳
・
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
書
き
上
げ
―
竪
帳
4-72
社
会
教
育
に
お
け
る
民
主
教
育
の
手
び
き
昭
和
41年
３
月
10日
御
津
町
民
主
教
育
推
進
委
員
会
―
民
主
化
・
差
別
問
題
等
に
つ
い
て
の
手
び
き
ホ
ッ
チ
キ
ス
留
め
の
製
本
竪
帳
4-73
廿
六
年
一
月
　
醤
油
製
造
日
誌
（
昭
和
ヵ
）
26年
１
月
武
藤
―
原
料
・
製
造
量
等
書
き
上
げ
―
横
半
帳
4-74
電
気
治
療
　
営
業
案
内
（
大
正
ヵ
）
―
東
京
電
機
療
法
［
　
　
　
］（
研
究
所
）
―
教
授
規
則
・
講
義
の
特
色
等
書
き
上
げ
綴
じ
外
れ
竪
帳
4-75
大
都
市
東
京
包
含
　
東
京
を
中
心
の
日
が
へ
り
郊
外
地
図
大
正
14年
７
月
５
日
著
作
印
刷
兼
発
行
者
　
稲
垣
利
吉
、
発
行
所
九
段
書
房
―
東
京
周
辺
の
彩
色
地
図
裏
面
に
交
通
経
路
案
内
あ
り
地
図
4-76
大
阪
朝
日
新
聞
社
特
撰
　
最
新
上
海
地
図
昭
和
７
年
３
月
５
日
大
阪
朝
日
新
聞
社
―

上
海
の
彩
色
地
図
「
支
那
中
南
部
略
図
」
付
き
、
大
阪
朝
日
新
聞
第
一
萬
八
千
七
十
六
号
附
録
地
図
4-77
明
治
丗
五
年
六
月
　
日
嘉
恵
帖
明
治
35年
６
月
武
藤
―
現
金
調
査
・
各
種
代
金
等
書
き
上
げ
洋
装
本
横
半
帳
4-78
最
新
大
東
京
地
図
大
正
14年
11月
10日
東
京
日
日
新
聞
社
―
東
京
周
辺
の
彩
色
地
図
東
京
日
日
新
聞
第
壹
萬
七
千
六
百
六
拾
四
号
附
録
地
図
4-79
大
阪
朝
日
新
聞
社
特
撰
　
最
新
大
日
本
地
図
昭
和
８
年
７
月
５
日
大
阪
朝
日
新
聞
社
―

日
本
・
日
本
周
辺
の
彩
色
絵
図
大
阪
朝
日
新
聞
第
一
万
八
千
五
百
五
十
九
号
附
録
地
図
4-80
明
治
四
拾
三
年
拾
壹
月
三
十
日
調
□
　
金
物
売
場
現
在
　
附
仕
込
　
決
算
明
治
43年
１
月
30日
―
―
金
物
の
棚
卸
等
書
き
上
げ
罫
紙
使
用
竪
帳
4-81
塩
専
売
法
及
附
属
法
規
　
抜
萃
（
近
代
）
―
武
藤
―
法
令
等
を
綴
っ
た
も
の
―
竪
帳
4-82
〔
明
治
四
十
年
～
明
治
四
十
五
年
略
本
暦
〕
明
治
40年
～
明
治
45年
―
神
部
署
―
暦
、「
神
宮
」
の
朱
印
あ
り
6冊
の
暦
を
一
綴
り
綴
り

